
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発行日

（活動の期間：2022年6月～2023年5月）

ラボテック株式会社

2023年9月11日

Beautiful and prosperous global environment to the next generation
美しく豊かな地球環境を次世代へ

環境経営レポート



ていることに責任と誇りを持っています。

私たちの行動の原点でもあり、目標でもあります。

う努力する原動力ともなっています。

お客様に育てられている私たちであると日々感謝しております。

に努めています。

環境負荷の低減を目指しています。

ご挨拶とさせていただきます。

代表取締役社長　吉川　惠

【お客様の信頼】をいただくという私た
ちの原点と目標につながるものとし、

ご挨拶

また、エコアクション21活動を社内に導入し、

21世紀は環境の時代と言われ、弊社もその業務の一端をになっ

私たちは【お客様の信頼】をもっとも大切にしており、これは

お客様から要求されるニーズは 、依頼を受ける私たちにとって
大きな目標となり、お返しする成果をより適切なものとするよ

ニーズこそが私たちの成長の糧となっていることを考える時、

環境分析部門（技術本部・環境技術部）は、社内独自の自動化
により、より高速に、より精度よく、少人数でしかも安全に
データを出すことを行っています。自動分析装置開発部門（技
術本部・装置製造部）は、環境分析の実務の中で、いかにすれ
ばハイスピードで高精度の自動化が可能か、手法が安全かを考
えながら装置開発をしています。また、開発した装置を絶えず
実稼動させ、検証し、信頼性のあるものを作り上げていくこと

たゆまぬ実践をもとにお客様へ高い品質
の成果品をお届けすることをお約束し、

これからも私たちは、すべての行動を



れています。

へと引き継がれていくことを願っています。

への負荷を軽減することです。

して実行することを約束します。

1. 環境関連法令を遵守します

2. 事業活動で使用する資源の削減等に取り組みます

① 電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

② 使用原材料の省資源、廃棄物の３Ｒ

（減量、再使用、再生利用）の推進

③ 水資源の節水

④ グリーン購入の推進

⑤ 化学物質の適正管理

3.

取り組みます

4.

します

2011年2月3日制定

2018年8月1日改定

ラボテック株式会社

環 境 経 営 方 針

機器製造業務で環境配慮型分析装置等の開発・製作・販売に

環境への取り組みを環境経営レポートとしてとりまとめ公表

代表取締役

その自然が本来の姿を維持し、美しく豊かなまま次世代

わたしたちが自然のために出来ること、それは地球環境

そのために、私たちは環境行動指針を定め、科学者と

環 境 行 動 指 針

わたしたちは自然から受ける豊かな恩恵によって生かさ



事業所の概要
（１）事業所名及び代表者名

事業所名 ラボテック株式会社

代表者名 代表取締役　吉川　惠

（２）所在地

本　 　社 広島県広島市佐伯区三宅一丁目3-26

ANセンター 広島県広島市佐伯区五日市中央六丁目9-25

ＬＡセンター 広島県広島市佐伯区五日市中央四丁目15-48

（３）事業の概要

■分析装置開発、製作、販売　…　環境分析に使うオンリーワンな装置を作っています

■環境分析、測定、調査　…　環境の空気や水や土などを測っています

■現地測定、受託分析、特殊分析 …　ちょっと変わった測定分析もやっています

■技術支援、共同研究、実験　…　科学者としての目線でユニークな研究もやっています

■新規事業　…　世の中のニーズに合わせ、色々な環境に貢献する事業を考えています



（４） 事業規模

（５） 対象範囲（認証・登録範囲）

分析装置開発・製作・販売、環境分析・測定・調査、海外製品輸入販売

（６）

実施体制図

代表者…エコアクション21の効果的な運用について、全責任がある
環境管理責任者…エコアクション21の運用について、実務を担当する
EA21事務局…環境管理責任者と各部の代表者を補佐する
各部の代表者…各部の部長はエコアクション21の運用について、各部における実務を担当する

研
究
本
部

海
外
統
括
本
部

366.3㎡

EA21事務局

本社、ANセンター、ＬＡセンター

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

EA２１推進会議

代表者　社長

345.0㎡

担当者（事務局）環境管理責任者

装
置
製
造
部

環
境
技
術
部

技
術
本
部

海
外
統
括
部

調
査
部

ANセンター

延べ床面積

経
営
企
画
部

環境管理責任者

経
営
企
画
本
部

営
業
本
部

開
発
部

営
業
部

総
務
部

新渕　大輔古田　敦美

本社

各部の代表者

TEL：082-921-5531

6月～5月

※呉営業所及び周南営業所は日本製鉄株式会社及び日鉄ステンレス株式会社の工場敷地内に位置し、同
社のEMSの中で運用しているが、今年度を含む4年以内にラボテック株式会社のea21活動の対象範囲
に加える予定である

売上高 約11億4400万円 資本金 5,000万円 事業年度　

従業員数(パート含む) 19名

LAセンター

15名44名

740.3㎡



環境活動紹介

運転車診断機能つき
ドライブレコーダーで

エコ運転を啓発しています

休耕田だった田圃をお借りし
稲作などを行っています

LAセンターの屋根には
太陽光パネルを設置しています
発電を開始して7年です

ANセンターでは壁面緑化を行っています
日陰と癒やしを提供してくれています

定期的に会社の周りを清掃しています



えフラン瓶洗浄装置、DO測定機能付き全自動希釈とします。

AN LA 本社 AN LA 本社 AN LA 本社

187.672 50.631 27.400 208.013 54.808 29.714 210.050 53.205 30.701

131.453 25.209 23.165 142.999 25.212 24.786 145.541 23.752 25.795

1.166 0.013 0 0.943 0.025 0 0.726 0.015 0

55.052 25.409 4.235 64.072 29.572 4.929 63.783 29.438 4.906

2,176 686 858 2,342 723 868 1,906 667 931

1,316 77 118 1,506 58 99 1,268 72 101

基準年度
実績

2022年度 2023年度 2024年度

2020年度

263.880

▲1％

178.029

262.071

▲ 2％

176.230

基準年度

2020年度

基準年度

174.432

▲ 3％

260.261

84.696

85.6 82.2

基準年度 ▲ 4％

削減または維持

84.696

基準年度 削減または維持

84.696

▲ 3％

▲ 2％

83.9

▲ 4％

▲ 3％

1,465.7

5,529

t-CO2

t-CO2

全体

毎月の管理

- -

2020年度

全体

265.702

179.827

ガス

ガソリン
軽油

0.741

2021年度

全体

292.535

192.996

0.967

グリーン商品
購入率43%

毎月の管理

対象製品
15台販売

グリーン商品
購入率39%

▲ 2％

1,480.8

毎月の管理

環境目標

実績

一般廃棄物

産業廃棄物 2020年度

1,511

▲ 3％

3,608

電力

ガス
1.180

基準年度

179.827

2020年度

2020年度

水道使用量

▲ 4％▲ 2％

265,702

2020年度

グリーン商品
購入率37%

1.156 1133.000

3,720

削減または維持

84.696

▲ 3％

83.0

▲ 2％

3,646

1.145

基準年度

電力
二
酸
化
炭
素
排
出
量

基準年度

5,759

▲ 3％

5,586

環境関連事業の推進

グリーン購入の推進

対象製品
15台販売

2020年度

- -

（注）"環境関連事業の推進"の対象製品は、2018年度から新型自動BOD測定装置と新型土日対応自動BOD測定装置に加

（注）"グリーン購入の推進"は、(グリーン購入商品個数/購入個数)×100(%)で評価します。

293.956

195.087

98.127

86.2

98.573

77.5

合計

基準年度

2020年度廃
棄
物 ▲ 2％

対象製品
15台販売

グリーン商品
購入率41%

5,644

▲ 1％

2022年度

（注）ガソリンの使用量は、業績に連動して増減する為、2016年度より売上百万円当たりの排出量として計算し、活動
をする事としました。使用量(CO2排出量)は判定には使用しませんが、削減または維持を目指します。

（注）電力の二酸化炭素排出係数は、中国電力(株)の2012年度の実排出係数である0.738kg-CO2/kWhを用いています。

▲ 1％

環境関連事業の推進

水道使用量

t-CO2

百万円当たり

kg-CO2

kg／年

kg／年

㎥／年

t-CO2

3,683

1,495.9

2020年度

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

百万円当たり

kg-CO2

kg／年

kg／年

㎥／年

化学物質の適正管理

二
酸
化
炭
素
排
出
量

合計

ガソリン
軽油

85.6

1.180

84.696

ガソリン・軽油の分類は、ANは技術本部(環境技術部)と営業本部、LAは技術本部・装置製造部と研究本部、本社は経営
企画本部としています。

グリーン購入の推進

対象製品26台販売

グリーン商品購入率37%

対象製品31台販売

グリーン商品購入率34%

対象製品44台販売

グリーン商品購入率37%

２０２２年度の二酸化炭素総排出量は２９４t-CO₂/年でした。

1,511

有害性の化学物質について、その種類、使用量、保管量、使用方法、使用場所、保管場所等を経時的に把握し、記録･管理
を行っています。管理状況は毎月末に確認し、記録に残す一方で、不必要な在庫量の削減に取り組んでいます。

廃
棄
物

一般廃棄物

産業廃棄物 5,759

3,504

2,580

3,933

2,040

3,720

1,663 1,441



11.4%増 9.6%増

目標：263.88t-CO₂ 目標：178.029t-CO₂

実績：293.956t-CO₂ 実績：195.087t-CO₂

35.9%減 3.7%減

目標：1.156t-CO₂ 目標：1496m³

実績：0.741t-CO₂ 実績：1441m³

15.9%増 2.7%増

目標：84.696kg-CO₂ 目標：83.9kg-CO₂/百万円

実績：98.127kg-CO₂ 実績：86.2kg-CO₂/百万円

4.8%減 54.3%減

目標：3683kg/年 目標：5644kg/年

実績：3504kg/年 実績：2580kg/年

目標と実績の比較グラフ
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ガソリン・軽油のCO2削減
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全てのCO2削減量

0
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2022年

目標

2022年

実績

電力のCO2削減

太陽光発電設備は1年間で19,694kwhを発電。

ＬＡ事業本部での電気使用量の約61％分を発電しました!
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ガスのCO2削減
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2022年

実績

水道の使用量削減
( ％ )

売上あたりの発生量は削減!!

微増..、

惜しい。

※今年度は例年2回実施の回収が1回実施で

増加..、

残念..。
増加..、

残念..。

増加..、

残念..。



環境活動の取組み計画・評価及び次年度の取組内容

次年度は2020年度実績を基準に据え、仕切り直して各項目の削減に努めます!

取り組み計画 単位 評　価（結果と今後の方向）
電力及びガスの削減 電力 目標未達…。
・最適温度の管理 基準年度 179.827 t-CO2

・クールビズ・ウォームビズ 目標 178.029 ▲1％

・ドアの開け放しの防止 実績 195.087

・空運転の防止 達成率 91.3%

・休憩時間中の電気の消灯

・帰宅時にパソコン等の ガス 目標達成!!
　元電源オフ 基準年度 1.180 t-CO2

・その他意見の取りまとめ 目標 1.156 ▲ 2％

実績 0.741

達成率 155.9%

自動車使用量の削減 基準年度 84.696 kg-CO2 目標未達…。
・エコドライブﾞ運動展開 目標 84.696 維持

・アイドリングストップ 実績 98.127

・急加速の抑制 達成率 86.3%

・日常点検の実施 kg-CO2 目標未達…。
・ノルマーデー推進 /百万円

・その他意見の取りまとめ 目標 83.90 ▲ 2％

実績 86.20

達成率 97.3%

一般廃棄物の削減 基準年度 3,720 kg 目標達成!!
・裏紙使用 目標 3,683 ▲ 1％

・ミスプリントの低減 実績 3,504

・電子メディア等の利用 達成率 105.1%

・両面印刷の徹底

・使用済み封筒の再利用

・分別回収

・その他意見の取りまとめ

産業廃棄物の削減 基準年度 5,759 kg 目標達成!!
・ゴミ分別の徹底 目標 5,644 ▲ 2％

実績 2,580

達成率 218.8%

節水 基準年度 1,511 ㎥ 目標達成!!
・節水呼びかけ 目標 1,496 ▲ 1％

・タイマー活用による節水 実績 1,441

達成率 103.8%

グリーン購入の推進 基準年度 37 % 目標未達…。
・エコマーク商品の購入 目標 39 %

　推進 実績 37 %

環境関連事業の推進 基準年度 - 目標達成!!
・新型自動BOD測定装置、 目標 15台販売

　新型土日対応自動 実績 44台販売

　BOD測定装置の販売

環境関連法規制等の順守状況

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りでした。

適用される施設等

ドラフトチャンバー、流し

ドラフトチャンバー、流し

一般廃棄物、産業廃棄物、特別管理産業廃棄物

騒音関係特定施設　金属研磨機

劇物・毒物

6年連続で目標を大きく上回る販売台数となった。限られた業種向け高額商品のため、また
部品調達が思うように進捗できない事情から、納期は長期化の傾向がある。

また、過去３年間にわたって違反や訴訟も発生していません。
環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

適用される法規制

下水道法

水質汚濁防止法

廃棄物処理法

広島環境保全条例

毒物及び劇物取締法

環境活動の取組みの達成状況は以下のようになっています。

達成状況(年間)

冬の使用量が減少したこともあり、達成となった。分析業務のガラス器具の洗い物が主な用
途である。洗浄不足は分析精度に悪影響があるため、過度の節水の呼びかけは控えつつ、で
きる範囲での節水を呼びかけていく。

特に大きな削減対策は行えなかったものの、目標達成となった。冬季の節水によるものと考
えられる。電力に比べると絶対的な使用量が少なく、弊社における二酸化炭素の発生に与え
る影響は少ないが、更に低減できるよう、啓発を行っていく。

事務用品はエコマークなどの選定が定着している。品目×個数で評価し、目標未達となっ
た。近年、は数値が安定していることから、現状の数値が実務の維持とのバランスがとれる
値と考えられる。

基準年度 85.60
目標達成が続いている項目だったが、未達となった。

一昨年は3回の回収、昨年度は1回の回収で、今年度も1回の回収となった。業績は好調のた
め、発生量が抑制できていると考えられる。引き続き出来る限りの削減に努めたい。

目標未達ながら、業務量が増加している中での増加は最小限だったと考えられる。通信機能
付きドライブレコーダーが全車に装着され、運転マナー向上やエコ運転に寄与していると考
えられる。

業績が好調を維持しているが、産業廃棄物も含めてゴミの発生は減少となった。ゴミの分別
の文化は定着している。

電力及びガスはコロナ禍の影響を大きく受けたものと考えられます。
業績が好調だったこともあり、廃棄物の発生が増加しました。

一昨年度、昨年度に続き、今年度も新型コロナウイルス感染対策として、換気の率先がエコ
に優先する形となった。エアコンや分析装置や排気装置がフル稼働に近い状況もあり、電力
消費は前年度と比較しても増加の結果となった。不必要な電力消費は控えるように自制する
文化を更に展開させる必要がある。引き続き啓発を行っていく。

2007年度 環境活動レポート

（臨時号）



外部からの苦情などの受付状況及び対応結果

代表者による全体評価と見直しの結果

社内改善活動
　エアコンの室外機へ日除けの設置、壁面緑化などに取り組みました。新型コロナウイルス感染対策と
空調による電気代の削減の両立を図るため各事務所には二酸化炭素濃度モニターを常設し、必要充分な
換気の実施を行いました(二酸化炭素濃度が高い状況は換気が不十分と考えられますが十分に低い状況で
は換気は十分と考える)。

　外部からの苦情はございませんでした。

　2022年度は長引く新型コロナウイルス感染症への対策で、変化したビジネススタイルが日常化する
年度となりました。感染対策として行っている屋内の換気は、空調された屋内空気を廃棄してしまうこ
とからエコへの活動には大きな逆風となりました。一方で、営業や打ち合わせでの接客などでにオンラ
イン会議ツールの活用が増加、外出や出張に伴う交通費が削減されました。電力等の項目では目標を満
たすことができませんでしたが、社員が増加、業績も安定して繁忙状態を維持している状況を考える
と、ある程度のエコアクションが行われていると考えることもできます。次年度からの目標には、適切
な目標として今年度の実績値を設定、前年度比でのできる限りの削減に取り組んでまいります。
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社会貢献活動

来社いだいた佐藤様と記念撮影

改築された食堂と子どもたちの様子

　　社員有志から集められた子ども服 現地の写真はモヨ・チルドレンセンターの松下照美様、佐藤南帆様より提供

　弊社は2016年からNGOモヨ・チルドレン・センターを支える会を通して、アフリカ・ケニアの首
都ナイロビから北東へ45km、地方都市ティカのモヨ・チルドレンセンターの活動を継続的に支援し
ています。モヨ・チルドレン・センターは居場所のない 子どもたちのための「家」を運営し、貧困か
らシンナー中毒に苦しむ子どもたちに長年寄り添い、安心できる場所を提供し続けられています。弊
社は資金の提供だけでなく、他の協力者の皆様と協働し、汚染された水を飲料水へと変える装置を
2018年から2019年にかけて設置しました。装置によって得られた水は弊社で水質分析を行い、飲
用に供しても問題ない安心を分析結果に乗せて、モヨ・チルドレン・センターへ提供しました。
2021年にはベッドとマットレスを購入、2022年は食堂の改築の支援を行いました。2023年4月に
は松下様から代表を継がれた佐藤様が来社され、事業の目的や現地の事情をお聞かせくださいまし
た。佐藤様の呼びかけに応じ、従業員から持ち寄られた子ども服の提供を行いました。きっと現地で
活用いただいているはずです。
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